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論文審査の要旨（400 字以内） 

慢性腎臓病（Chronic kidney disease; CKD）合併妊娠では流早産や周産期死亡などの児

の短期予後に関する報告が散見されているが，長期予後に関しての報告はない。当申請者

は， CKD 合併妊娠における児の長期予後として脳性麻痺及び知的障害の発生について

後方視的に検討したところ、脳性麻痺及び知的障害を発症する CKD 群と対照群との事後

確率は，CKD 群で 7.2 倍も高いことが判明した．その理由として、CKD 合併妊娠におい

ては母体腎機能低下や妊娠高血圧性腎症などにより児を早期に娩出せざるを得なくなる

ため，脳性麻痺・知的障害の発生率が高くなることが推察された．本研究は挙児率の向上

した CKD の妊娠期において、母体の腎機能や高血圧のコントロールが出生児の知能予後

に多大な影響を及ぼす重要な鍵であることを初めて証明した検討であり、学位の授与に

十分値する内容と判断される。 

  

                                

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に医学部学務課

へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8 条] 
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